北先生とスコットランド、そして北先生と創価大学 by 寺西 宏友 & Hirotomo TERANISHI
xi
　北先生とスコットランド、 
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寺　西　宏　友 * 
　北先生は、創価大学開学と同時に経済学部の最年少の教員として赴任された。当初は、担当予
定の「西洋経済史」の科目担当として、不適当と設置審から言われたそうで、それを聞きつけた
和歌山大学時代の恩師角山栄先生が、週に一度わざわざ講義をしに来られていた。後年、角山先
生が述懐されていた。「最初は教え子の北君のためにと思って、独り立ちするまで応援しようと
の思いで来ていた。しかし、講義を聞きに来てくれていた１期生、２期生世代の学生の熱意に触
れて、いたく感動し、創価大学に来ることが楽しみになってきていた」
　角山先生としては、教え子の北先生が、新設の創価大学に赴任することに、不安も持っていた
のだとは思うが、自分で創価大学の教壇に立ってみて、新しい大学を作ろうという、学生を中心
とした大学全体の熱気のようなものを感じ取っておられたのだと思う。
　北先生ご本人は、創立者池田先生の畢生の事業である創価大学の建設に参画できたことに心か
ら感激し、当時の創価大学最年少教員として、まさに全身全霊をこめて、仕事をされていた。勤
務期間が 48年ということで、それだけで創価大学での勤務最長不倒記録であるが、それに加えて、
恐らく大学のキャンパスで過ごした時間も最長不倒ではないかと思う。大学の門は午前７時に
開くが、北先生は毎日開門と同時に出勤をされていた。さらに夜も用事のない限りは、９時、10
時まで研究室で仕事をされるのが常であった。
　私が創価大学に入学したのは開設４年目の 1974年であった。４学年がそろう完成年度に４期生
として入学した。その折にクラス担任をしていただいたのが、北先生だった。当時はまだ 20代で、
お若く、水泳と野球が得意で、体型に似合わぬといっては失礼だが、スポーツマンであった。と
にかく気さくで、お酒も飲めないのに、クラスのコンパには必ず出席いただいた記憶がある。
　時間のある限り大学キャンパスにいることが仕事と思っておられた北先生に転機が訪れた。ス
コットランド・グラスゴー大学への１年間の在外研究である。1975年から 76年にかけての、結
婚されて、長女の美千湖さんが生まれて間もないころだったと思う。家族と別れる寂しさと、初
めての長期外国滞在とで、大変な覚悟でいかれたことと思う。当時の北先生のゼミ生や親しくお
付き合いしていた１期生の先輩たちが、横浜港から旅立つ北先生を見送った際に、決死の覚悟の
ような形相で船に乗っていったと語っていたのを記憶している。シベリア鉄道経由で、かなりの
時間をかけて、目的地のグラスゴーへと到着された北先生は、経済史の大家であった S. チェッ
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クランド教授のお宅に住み、ほぼ同世代の F. マンローやスレイヴン達と交流を深めながら、存
分に自身の研究に打ち込めた日々だったと言われていた。スコットランドという、連合王国
（UK）の中でも、独自の政治経済的スタンスを保持する社会の成り立ちに、北先生は魅了され
たようだった。特に、スコットランド移民が世界の各地で大きな影響力を発揮していたことに、
「世界の動きは全てがスコットランドにつながっている」という北先生の持論形成につながった
のだと思う。いずれにしても、この在外研究の経験を通じて、北先生の英語コミュニケーション
能力と、スコットランド社会経済史研究に磨きがかかったことは間違いない。特に英語に関して
は、住まわせていただいたチェックランド教授宅で、教授夫人からの厳しい間違い指摘と、同僚
のマンロー夫人からの親切なレッスンが大きく影響したと語っておられた。
　北先生の研究業績で、大きな飛躍のきっかけとなったのは、この初めての在外研究を足掛かり
としたブリティッシュ・カウンシルからの招聘による２度目のグラスゴー研究滞在であった。こ
の２度目の研究滞在では、明確な研究テーマをもって臨まれた。それは、明治期の日本に技術伝
播でスコットランドが多大な影響を及ぼしたことを、具体的な人的交流の足跡を跡付けること
で、明らかにすることであった。東京大学の前身の工部大学校の初代校長を勤めたヘンリー・ダ
イアーもスコットランド人で、その人脈で、多くの日本人留学生がグラスゴー大学に学び、帰国
後、様々な分野で日本の産業発展に貢献したことは、大きな流れとしては把握されていたものの、
個別具体的な実証研究は、まだなされていなかった。北先生は、グラスゴー大学に留学した日本
人留学生の在籍記録を丹念に調べ、それらの人物に関する情報を集められた。当時、大学院に入
学していた私も、それらの人物照会のお手伝いをさせていただいた。北先生からの指示で、旧東
京教育大学図書館所蔵の明治期の人名録・紳士録等を、筑波大学図書館で参照させていただいた。
その折には、北先生が当時同大学図書館に勤務されていた創価大学１期生の鈴木太郎さんに連絡
をとってくださり、様々便宜をはかっていただけるように段取りまでしてくださった。その研究
が、『国際日本を拓いた人々―日本とスコットランドの絆―』（同文館1984年）に結実した。
　北先生の経済史研究には、常に人と人とのつながりに対する熱い視線がある。そしてそれは、
北先生の人生観そのものでもある。北先生の研究室には、現役の学生はもとより、卒業生、通信
教育部で北先生の授業を聞いた方、そしてその知り合いの方々、実に多くの人が訪れていた。そ
して、その北先生を中心とする人間関係のつながりを、いつも語ってくださっていた。全く面識
のない方々でも、北先生の話を聞いているうちに、まるで自分の知己のように感じることも再三
であった。人と人とを結ぶことに情熱を持っていたと言っても過言ではないと思う。
　そうした北先生の特質が、創価大学の国際交流の発展にフルに活かされる時がやってきた。
1986年から、創価大学の国際部長として、まさに八面六臂の活躍をされることとなった。創価
大学の国際交流は、草創期より、創立者池田先生の率先垂範で、拓かれてきたといえる。香港の
中文大学、モスクワ大学、北京大学等、創立者が訪問されたことで、交流が開始されたのであ
る。当時は、人の往来がその交流の主要な業務であったが、それを担当する部署として国際部と
いう組織が設置されていた。組織と言っても、教員の国際部長と数人の事務スタッフという陣
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容であった。初代の若江国際部長を継いで、北先生が第２代の国際部長となられた。1990年か
ら、私も副部長としてお手伝いをさせていただいたが、実に多くのことを北先生から教えていた
だいた。「交流は人とのつながり」との信念で、出会った人々を本当に大事にされていた。名刺
を交換された方を、きちんと記録に残すことは、当然として、こまめに連絡を取り続けられてい
た。特に、創価大学や創立者に関するニュースを発信し続けておられた。90年代に入ってのイ
ンターネットの普及は、まさに北先生にとっては、鬼に鉄杖とも言えた。まさにブルドーザーで
耕地を開拓していくが如く、交流大学の数は一気に拡大していった。北先生の拓いたネットワー
クに乗って、多くの創価大学生が、交換留学生として飛び立って行った。中には、留学先で様々
なトラブルに見舞われたこともあった。しかし、多くの学生が、北先生の励ましを受け、後に続
く後輩のために道を拓く、との強い気持ちで留学生活を頑張りぬき、大きく成長して帰ってきた。
　北先生にとって、最も嬉しかったのは、第二の母校でもある、グラスゴー大学から創立者の池
田先生に名誉学位の授与がなされたことに違いない。1975年のグラスゴー大学での在外研究以
来、親しくお付き合いをしてきたマンロー教授が、同大学の評議会議長に就任され、そのマン
ロー教授から、創立者の池田先生を名誉学位授与者に推薦をしたいとの連絡があったのが、1992
年ごろだったと思う。その推挙は、北先生が長年にわたり、同大学の多くの教員・職員・首脳陣
と重ねてきた交流に対する評価もあって、正式に決定されることとなった。
　創立者に、受賞のためにグラスゴーを訪問していただくことを、お願いをすると、大変に喜ん
でくださった。私自身も何度か、同席をさせていただいたが、創立者が北先生に、グラスゴーと
いうのは、どんな所なのかと尋ねられる場面があった。創立者も、創価大学開学時最年少の教員
であった北先生の努力が、本当に嬉しかったのだと思う。しかし、そのやり取りの中で、常に北
先生は、スコットランド・グラスゴーというのは、冬は長く暗い日々が続き、夏も寒い上に天候
が変わりやすく、一日のうちに春夏秋冬の四季があるという、どちらかというとずいぶんとネガ
ティヴなことを申し上げることが多かった。確かに、グラスゴーでの滞在は、チェックランド教
授の官舎の半地下にあった使用人用のスペースを間借りしていたこともあり、つらいことが多
かったのだろうと思って聞いていたが、あまりネガティヴなことばかり言うと、創立者が、それ
では行くのは止そうか、と言われるのではないかと、ハラハラしていた記憶がある。
　1994年、５月から６月にかけて北先生とともに、創立者の欧州・エジプト・トルコ訪問に同
行させていただいた。ドイツ・フランクフルトに入り、エジプトでは、カイロ、アレクサンドリ
アを訪問、そしてトルコのイスタンブールならびにアンカラ、イタリアのフィレンツェ、ボロー
ニャを経て、イギリスへと向かう旅だった。トルコ、アンカラ大学では、創立者が名誉博士号の
授章を受けられ、イタリアの世界最古の大学ボローニャ大学でも名誉博士号を受けられた。ほぼ
１か月間の長い旅の最後が、イギリスであった。私たちは、常に先乗りをして、創立者が訪問さ
れる大学と事前の交渉を担当していた。グラスゴーでも、先乗りをして創立者の到着を迎えるこ
ととなった。６月の半ば頃、スコットランドにしては、本当に珍しい大晴天の日で、インディア
ンサマーと呼ぶに相応しい天候で、創立者をお迎えした。雲一つなく晴れ渡り、風もなく穏やか
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なスコットランドに降り立った創立者は、いの一番に、北先生にお歌を詠んでくださった。
「グラスゴー　風光明媚の夢の国　君と立ちたり　勝者の舞台と　大作」
　脇書きには、「1994年六月十三日　后七時　ローモンド湖畔」と認められていた。
　確かに、北先生が創立者に伝えてきた暗くて冷たい風の吹くグラスゴーというイメージとは、
全く反対の「夢の国」のような景観が、そこにはあったのである。その感動を「夢の国」と謳っ
ていただいた創立者の心に触れ、北先生は、本当に感動されていた。
　翌日、創立者は、グラスゴー大学での名誉学位受賞者10名が招かれての正式なティーパー
ティーや、来訪を待ちわびていた地元スコットランドの SGI 会員たちとの記念撮影に臨まれた。
そして、６月15日には、グラスゴー大学のビュートホールで、授与式が挙行された。式典では、
各受賞者が推薦人による推挙の辞の後に、証書とフードを授与される形で、創立者は最後の順番
で授章された。創立者の推薦人は、マンロー教授で、良く響くバリトンの声で、推挙の辞を読み
上げられていた。その中で、マンロー教授は、創価大学とグラスゴー大学の交流の契機を作った
のは、20年前の北政已青年のグラスゴー来訪であったと述べ、スピーチの最後を創立者の作っ
た「滝の詩」の引用で締めくくった。
「滝の如く　激しく　　滝の如く　撓
たゆ
まず　滝の如く　恐れず
　滝の如く　朗らかに　滝の如く　堂々と　男は王者の風格を持て」
　マンロー教授の推挙の辞は、北先生をはじめその場にいた創価大学関係者の心に響いた。
　授与式の当日は、北先生が創立者に再三語っていた通りの、スコットランドらしい１日のうち
に四季が目まぐるしく顔を出す変化の激しい天候だった。
　式典の翌日には、再び創立者から北先生にお歌が、届けられた。
「君ありて　名誉学位記　グラスゴー　歴史に残らむ　添いたる力を　大作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六月十五日　グラスゴー大学にて」
　北先生は、いつも振り返って、「自分は大きなことをしようと思ったことはない」と語ってい
るが、その一生懸命な生き方の積み重ねは、間違いなく誰人もなしえない大きな足跡として刻ま
れてきた。研究者として、重ねた業績は、スコットランドというメジャーとは言い難い地域に着
目しながら、世界史の中で果たしたその役割の大きさに多くの人の関心を引いた。また、創価大
学に教員として勤務した期間は、誰人も越えられない最長不倒の記録であることもそうだが、何
と言っても、叱ったり、励ましたりして心の交流を結んだ、学生の数の多さは、ただただ驚嘆す
る以外にない。
　北先生の創価大学に果たした貢献の大きさを私たちは忘れてはならないとの思いで、この一文
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を書かせていただいた。退職後も変わらずお元気で過ごされることを念願しつつ。
